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○作付比率○等級比率（倉庫出荷分）（11月30日現在）
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品　種 面　積 作付比率
（参考：4年産）

※加工用米（きぬむすめ）含む。※加工用米（きぬむすめ）を除く。
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生
育
総
括

(1) 

育
苗

　
育
苗
期
間
は
、
全
般
的
に
気
温
が
高
く
推
移
し
温
度

管
理
が
難
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
浸
種
中
に
発
芽
す
る
ケ
ー
ス
や
、
ハ
ウ
ス
内
の
高
温

多
湿
に
よ
る
も
み
枯
細
菌
病
や
苗
立
枯
細
菌
病
の
発
生
、

苗
の
伸
び
が
早
く
田
植
え
作
業
の
前
倒
し
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
が
一
部
で
あ
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
苗
を
ハ
ウ
ス
に
広
げ
た
直
後
の
高
温
に
よ
る

ヤ
ケ
苗
が
例
年
に
な
く
多
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

品
種
別
総
括

(2) 

本
田
生
育

　
田
植
え
時
期
の
4
月
下
旬
か
ら
5
月
は
気
温
の
高
低

差
が
激
し
く
推
移
し
ま
し
た
。
時
折
寒
い
日
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
活
着
は
平
年
よ
り
や
や
遅
れ
気
味
で
、
初
期

生
育
は
緩
慢
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
急
激
な
気
温
と
水
温
の
上
昇
と
と
も
に
藻
類
、

表
層
剥
離
や
一
部
ワ
キ（
ガ
ス
害
）が
発
生
し
、
水
の
入

れ
替
え
や
間
断
か
ん
水
、
モ
ゲ
ト
ン
粒
剤
の
施
用
な
ど

に
よ
り
対
処
し
ま
し
た
。

　
5
月
中
旬
以
降
、
6
月
7
月
と
気
温
が
高
く
推
移
し

た
こ
と
か
ら
生
育
は
回
復
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
梅
雨
入
り
が
早
く（
5
月
29
日
頃
梅
雨
入

り（
平
年
よ
り
8
日
早
い
））断
続
的
に
降
雨
が
あ
っ
た

た
め
十
分
な
中
干
し
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
雑
草
は
、ノ
ビ
エ
・
ク
サ
ネ
ム
を
中
心
に
発
生
も
多
く
、

ほ
場
に
よ
っ
て
中
・
後
期
除
草
剤
に
よ
る
雑
草
対
策
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
病
害
虫
で
は
、
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
が
多
く
島
根
県

は
8
月
1
日
に
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
注
意
報
を
発
表
し
穂

揃
い
期
防
除
の
徹
底
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ニ
カ
メ
イ

チ
ュ
ウ
の
発
生
も
や
や
多
い
状
況
で
し
た
。

　
ま
た
、
紋
枯
病
と
い
も
ち
病
も
一
部
ほ
場
で
多
発
し

ま
し
た
。
紋
枯
病
は
、
株
が
繁
茂
し
た
ほ
場
を
中
心
に

発
生
し
、
株
の
上
方
へ
菌
糸
が
伸
び
て
病
斑
を
広
げ
、

倒
伏
し
た
ほ
場
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　
い
も
ち
病
は
、
天
候
不
順
も
重
な
り
一
部
ほ
場
で
は

穂
首
へ
の
感
染
に
よ
り
白
穂
と
な
り
ま
し
た
。

　
収
量
は
、ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
、コ
シ
ヒ
カ
リ
は
や
や
不
良
。

つ
や
姫
は
平
年
並
み
〜
や
や
良
。
き
ぬ
む
す
め
は
平
年

並
み
。（
10
月
25
日
現
在
の
作
況
：
全
国
1
0
1
、
島
根

県
1
0
1
、
出
雲
1
0
2
）

○
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
　

1
等
米
比
率 

83
・
1
％（
4
年
産
90
・
7
％
）

　
田
植
え
時
期
の
4
月
下
旬
は
気
温
の
高
低
差
が
激
し

く
時
折
寒
い
日
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
活
着
は
平
年
よ
り

や
や
遅
れ
気
味
で
、
初
期
生
育
は
緩
慢
と
な
り
ま
し
た
。

　
収
量
は
、
穂
数
、
籾
数
が
平
年
に
比
べ
少
な
く
、
出

穂
期
か
ら
穂
揃
い
期
に
夜
温
が
高
く
併
せ
て
強
風
に

よ
っ
て
不
稔
粒
等
の
発
生
を
助
長
し
登
熟
歩
合
が
低
下

し
た
こ
と
か
ら
や
や
不
良
と
な
り
ま
し
た
。

　（
施
設
荷
受
開
始
：
8
月
17
日
　
収
穫
最
盛
期
：
8
月

20
日
）

○
つ
や
姫
　

1
等
米
比
率
44
・
8
％（
4
年
産
69
・
1
％
）

　
初
期
生
育
は
緩
慢
だ
っ
た
も
の
の
、
6
月
7
月
と
気

温
が
高
く
推
移
し
た
こ
と
か
ら
生
育
は
回
復
し
ま
し
た
。

茎
数
が
繁
茂
し
た
ほ
場
で
は
、
紋
枯
病
に
よ
り
一
部
倒

伏
し
た
ほ
場
も
あ
り
ま
し
た
。

　
収
量
は
、穂
数
・
籾
数
が
平
年
に
比
べ
や
や
少
な
か
っ

た
も
の
の
、
登
熟
歩
合
が
高
く
網
下
米
が
少
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
結
果
と
し
て
平
年
並
み
〜
や
や
良
と
な
り
ま

し
た
。

　
品
質
は
、
猛
暑
に
よ
る
高
温
障
害
の
影
響
か
ら
背
白

粒
な
ど
白
未
熟
粒
の
発
生
と
、
刈
遅
れ
に
よ
る
茶
米
の

発
生
に
よ
っ
て
平
年
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　（
施
設
荷
受
開
始
：
8
月
25
日
　
収
穫
最
盛
期
：
9
月

4
日
）

水

　稲

5
年
産
米
の
結
果
に
つ
い
て

令和5年稲作期間気象図（出雲）

○
コ
シ
ヒ
カ
リ
　

1
等
米
比
率
0
％（
4
年
産
20
・
0
％
）

　
高
温
登
熟
性
に
優
れ
た
品
種
で
は
な
い
た
め
、
猛
暑

に
よ
る
高
温
障
害
の
影
響
を
大
き
く
受
け
ま
し
た
。
出

穂
期
以
降
の
異
常
高
温
に
よ
っ
て
乳
白
粒
・
背
白
粒
・

腹
白
粒
・
基
白
粒
な
ど
の
白
未
熟
粒
の
発
生
を
助
長
し
、

外
観
形
質
を
著
し
く
低
下
さ
せ
ま
し
た
。

　
収
量
は
、
穂
数
・
籾
数
が
平
年
に
比
べ
や
や
少
な
く
、

粒
張
り
も
若
干
悪
く
や
や
不
良
と
な
り
ま
し
た
。

　（
施
設
荷
受
開
始
：
8
月
25
日
　
収
穫
最
盛
期
：
9
月

4
日
） 

○
き
ぬ
む
す
め
　

1
等
米
比
率
64
・
1
％（
4
年
産
82
・
8
％
）

　
初
期
生
育
は
軟
弱
徒
長
気
味
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
生
育
は
回
復
し
ま
し
た
。
田
植
時
期
の
5
月
中
旬

か
ら
気
温
が
高
く
推
移
し
た
こ
と
も
あ
り
ワ
キ（
ガ
ス

害
）が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

　
病
害
虫
で
は
、
い
も
ち
病
、
紋
枯
病
が
平
年
よ
り
多

く
発
生
し
、
倒
伏
や
白
穂
に
よ
り
収
量
低
下
に
繋
が
り

ま
し
た
。
ま
た
、
カ
メ
ム
シ
類
も
平
年
に
比
べ
多
く
発

生
し
ま
し
た
。

　
収
量
は
、
穂
数
・
籾
数
は
平
年
並
み
、
登
熟
歩
合
は

高
く
網
下
米
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
粒
張
り
が
若
干

悪
く
結
果
と
し
て
平
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
品
質
は
、
猛
暑
に
よ
る
高
温
障
害
の
影
響
か
ら
白
未

熟
粒
や
発
芽
粒
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
カ
メ
ム
シ
類

の
吸
汁
に
よ
る
着
色
粒
も
低
下
の
要
因
に
な
り
ま
し
た
。

　（
施
設
荷
受
開
始
：
9
月
23
日
、
収
穫
最
盛
期
：
10
月

2
日
）

※聞き取り調査は、大型農家を中心にＪＡで聞き取りをした結果です。
※共同乾燥施設は、籾摺り前の値（推定玄米重量）を基に算出しています。

※（　　）内は俵換算○平均単収（㎏/10a）

聞き取り調査

共同乾燥施設

合 算
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こ
と
か
ら
結
果
と
し
て
平
年
並
み
〜
や
や
良
と
な
り
ま

し
た
。

　
品
質
は
、
猛
暑
に
よ
る
高
温
障
害
の
影
響
か
ら
背
白

粒
な
ど
白
未
熟
粒
の
発
生
と
、
刈
遅
れ
に
よ
る
茶
米
の

発
生
に
よ
っ
て
平
年
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　（
施
設
荷
受
開
始
：
8
月
25
日
　
収
穫
最
盛
期
：
9
月

4
日
）

水

　稲

5
年
産
米
の
結
果
に
つ
い
て

令和5年稲作期間気象図（出雲）

○
コ
シ
ヒ
カ
リ
　

1
等
米
比
率
0
％（
4
年
産
20
・
0
％
）

　
高
温
登
熟
性
に
優
れ
た
品
種
で
は
な
い
た
め
、
猛
暑

に
よ
る
高
温
障
害
の
影
響
を
大
き
く
受
け
ま
し
た
。
出

穂
期
以
降
の
異
常
高
温
に
よ
っ
て
乳
白
粒
・
背
白
粒
・

腹
白
粒
・
基
白
粒
な
ど
の
白
未
熟
粒
の
発
生
を
助
長
し
、

外
観
形
質
を
著
し
く
低
下
さ
せ
ま
し
た
。

　
収
量
は
、
穂
数
・
籾
数
が
平
年
に
比
べ
や
や
少
な
く
、

粒
張
り
も
若
干
悪
く
や
や
不
良
と
な
り
ま
し
た
。

　（
施
設
荷
受
開
始
：
8
月
25
日
　
収
穫
最
盛
期
：
9
月

4
日
） 

○
き
ぬ
む
す
め
　

1
等
米
比
率
64
・
1
％（
4
年
産
82
・
8
％
）

　
初
期
生
育
は
軟
弱
徒
長
気
味
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
生
育
は
回
復
し
ま
し
た
。
田
植
時
期
の
5
月
中
旬

か
ら
気
温
が
高
く
推
移
し
た
こ
と
も
あ
り
ワ
キ（
ガ
ス

害
）が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

　
病
害
虫
で
は
、
い
も
ち
病
、
紋
枯
病
が
平
年
よ
り
多

く
発
生
し
、
倒
伏
や
白
穂
に
よ
り
収
量
低
下
に
繋
が
り

ま
し
た
。
ま
た
、
カ
メ
ム
シ
類
も
平
年
に
比
べ
多
く
発

生
し
ま
し
た
。

　
収
量
は
、
穂
数
・
籾
数
は
平
年
並
み
、
登
熟
歩
合
は

高
く
網
下
米
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
粒
張
り
が
若
干

悪
く
結
果
と
し
て
平
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
品
質
は
、
猛
暑
に
よ
る
高
温
障
害
の
影
響
か
ら
白
未

熟
粒
や
発
芽
粒
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
カ
メ
ム
シ
類

の
吸
汁
に
よ
る
着
色
粒
も
低
下
の
要
因
に
な
り
ま
し
た
。

　（
施
設
荷
受
開
始
：
9
月
23
日
、
収
穫
最
盛
期
：
10
月

2
日
）

※聞き取り調査は、大型農家を中心にＪＡで聞き取りをした結果です。
※共同乾燥施設は、籾摺り前の値（推定玄米重量）を基に算出しています。

※（　　）内は俵換算○平均単収（㎏/10a）

聞き取り調査

共同乾燥施設

合 算

ハナエチゼン つや姫 コシヒカリ きぬむすめ

504
（8.4）

420
（7.0）

462
（7.7）

546
（9.1）

513
（8.5）

529
（8.8）

507
（8.4）

454
（7.5）

480
（8.0）

547
（9.1）

511
（8.5）

529
（8.8）

1 2 3 4 5 6

4月
1 2 3 4 6

5月
1 2 3 4 5 6

6月
1 2 3 4 5 6

7月
1 2 3 4 5 6

8月
1 2 3 4 5

9月
1 2 3 4 6

10月

日照時間（ｈ） 本年日照
平年日照
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0
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1 2 3 4 5 6

4月
1 2 3 4 5 6

5月
1 2 3 4 5 6

6月
1 2 3 4 5 6

7月
1 2 3 4 5 6

8月
1 2 3 4 5 6

9月
1 2 3 4 5 6

10月

本年雨量
平年雨量

250

200
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50

0

降水量（㎜） 

1 2 3 4 5 6

4月

40

35

30

25

20

15
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5

0
1 2 3 4 5 6

5月
1 2 3 4 5 6

6月
1 2 3 4 5 6

7月
1 2 3 4 5 6

8月
1 2 3 4 5 6

9月
1 2 3 4 5 6

10月

気温（℃） 

最高（本年）最高（本年）

平均（平年）平均（平年）

最低（平年）最低（平年）

最高（平年）最高（平年）

平均（本年）平均（本年）

最低（本年）最低（本年）
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FARMING NEWS

６
年
産
米
に
向
け
て

〜
品
質
向
上
の
重
点
項
目
〜

①
積
極
的
な
土
づ
く
り
の
実
践

②
高
温
登
熟
を
回
避
す
る
品
種
選
定
と
移
植

時
期
お
よ
び
作
期
分
散

③
適
切
な
水
管
理
に
よ
る
根
の
活
力
維
持

④
過
剰
な
窒
素
施
用
の
回
避

⑤
生
育
状
況
を
み
な
が
ら
の
適
期
追
肥

⑥
穂
揃
い
期
防
除
の
徹
底
に
よ
る
カ
メ
ム
シ

類
対
策

⑦
適
期
刈
取
の
実
践

　
5
年
産
の
異
常
高
温
に
よ
る
影
響
は
大
き
く
全
品

種
に
お
い
て
品
質
低
下
や
収
量
減
少
を
招
く
厳
し
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い

て
も
収
量
が
平
均
以
上
で
1
等
米
比
率
の
高
い
生
産

者
の
傾
向
を
踏
ま
え
て
、
以
下
品
質
向
上
の
重
点
項

目
と
い
た
し
ま
す
。

 
気
候
変
動
に
対
応
で
き
る
最
も
有
効
な
技
術

〜
「
土
づ
く
り
」
と
「
水
管
理
」
〜

　
温
暖
化
に
よ
る
異
常
高
温
や
天
候
不
順
な
ど

生
産
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
良
質
米
生
産
を
持
続

可
能
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、「
土
づ
く
り
」

と
「
水
管
理
」
が
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

地
力
の
低
下
・
保
肥
力
の
低
下
が
あ
り
「
秋
落
ち

田
」
が
各
地
で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
堆
肥
な

ど
の
有
機
物
は
生
育
後
半
に
も
吸
収
さ
れ
る
の
で

品
質
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
異
常
気
象
に
強
い

丈
夫
な
稲
体
を
作
る
た
め
に
積
極
的
に
「
土
づ
く

り
」
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　「
水
管
理
」
は
稲
の
生
育
を
制
御
す
る
重
要
な

技
術
で
す
。
過
繁
茂
を
抑
制
す
る
た
め
の
中
干
し

の
励
行
、
高
温
時
に
は
飽
水
管
理
を
す
る
こ
と
で

稲
体
の
冷
却
効
果
を
促
す
な
ど
は
登
熟
向
上
に
大

き
く
影
響
し
て
き
ま
す
。

　
以
下
、
品
種
ご
と
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
良
質

米
生
産
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

○
つ
や
姫
　

　
特
別
栽
培
米
基
準
で
の
栽
培
と
な
る
た
め
、
定
め
ら

れ
た
範
囲
内
で
の
適
正
な
施
肥
・
防
除
に
よ
り
収
量

増
・
高
品
質
を
確
保
し
て
下
さ
い
。
そ
の
た
め
に
も

堆
肥
の
施
用
等
に
よ
る
土
づ
く
り
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

雑
草
対
策
に
つ
い
て
も
使
用
で
き
る
除
草
剤
は
限
ら
れ

ま
す
の
で
、
水
管
理
を
は
じ
め
効
果
を
最
大
限
発
揮
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
5
年
産
で
は
、
刈
遅
れ
に
よ
る
茶
米
の
発
生
に
よ
っ

て
品
質
低
下
を
招
く
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
適
期
刈
取

の
徹
底
を
図
り
、
収
穫
作
業
に
日
数
を
要
す
る
場
合
は

早
め
の
収
穫
開
始
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
コ
シ
ヒ
カ
リ
　

　
高
温
障
害
を
回
避
す
る
こ
と
が
高
品
質
へ
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
も
踏
ま
え
遅
植
え
を
実
践

し
て
下
さ
い
。（
5
月
20
日
以
降
）。
ケ
イ
酸
質
資
材
の

積
極
的
な
投
入
に
よ
り
異
常
気
象
に
負
け
な
い
稲
体
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

○
き
ぬ
む
す
め
　

　
生
育
期
間
が
長
く
、
葉
色
も
濃
い
こ
と
か
ら
病
害
虫

被
害
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
過
繁
茂
に
よ

る
紋
枯
病
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　
5
年
産
で
は
、
農
産
物
検
査
の
終
盤
に
か
け
て
品
質

が
良
い
も
の
が
多
く
、
や
や
遅
め
（
5
月
下
旬
）
の
田

植
え
の
方
が
良
い
結
果
で
し
た
。
き
ぬ
む
す
め
は
高
温

登
熟
性
に
優
れ
た
品
種
で
は
な
い
た
め
、
出
穂
期
以
降

の
高
温
回
避
を
目
的
と
し
た
5
月
15
日
以
降
の
遅
植
え

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

令和4年産島根米精算概要報告書(斐川地区本部) （税込）

※出荷数量に最終精算単価を乗じた後の小数点以下は切捨て処理としております。

※四捨五入のため、内訳と合計が合わない場合があります。

令和４年産島根米の精算結果について
　JAしまねでは、生産者の皆様から出荷いただいた令和4年産島根米を買取手法を取り入れた会計管理を行っ
ています。
　つきましては6月末までの販売分について会計管理（共同計算方式）を行った結果、精算可能財源が確保さ
れましたので、以下のとおり最終精算金を令和5年11月30日にお支払い致しました。施設出荷につきましては、
三次払い金額に含んでおります。

令和4年産米　生産者手取価格表 （単位 ： 円／袋）

収入・支出項目
販売数量

費　目

都度精算　D
共計事業預り金残高　E＝C－D
翌年産共計繰越　F
本精算　G＝E－F

収　入

支　出

収入－支出　C＝A－B

販売代金
受入金利
国からの助成
受取運賃
その他
合計　A
概算金償還
流通・保管等に係わる経費
事故処理経費
手数料（全農・JA）
事務費
生産・集荷・販売等に係る経費
需給調整経費
県産米推進協議会経費
監査委員会費用
その他（機能別手数料）
合計　B

ト　ン
円／俵

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

4,733.2 
12,942

0
0

131
50

13,123
11,438

529
0

12
0

105
0
0
1

56
12,140

983
415
568
12

556

単　位 合　計

品　　　種

コシヒカリ

ハナエチゼン

きぬむすめ

特栽つや姫ST

契約もち米

つや姫

等　級
1等（上）
1等
2等
3等
1等
2等
1等（上）
1等
2等
3等
1等（上）
1等
2等
3等
2等
3等

仮単価
5,700
5,600
5,400
4,900
5,250
5,050
5,600
5,500
5,300
4,800
6,100
6,000
5,800
5,050
6,650
6,150

精算金
278
278
278
278
278
278
278
278
278
278
278
278
278
278
278
278

最終単価
5,978
5,878
5,678
5,178
5,528
5,328
5,878
5,778
5,578
5,078
6,378
6,278
6,078
5,328
6,928
6,428

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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全
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。
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踏
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米
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を
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続
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能
な
も
の
に
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る
た
め
に
は
、「
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づ
く
り
」

と
「
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管
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が
非
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に
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要
と
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き
ま
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。
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力
の
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・
保
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が
あ
り
「
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各
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増
加
傾
向
に
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ま
す
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ど
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に
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し
ょ
う
。

○
コ
シ
ヒ
カ
リ
　

　
高
温
障
害
を
回
避
す
る
こ
と
が
高
品
質
へ
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
も
踏
ま
え
遅
植
え
を
実
践

し
て
下
さ
い
。（
5
月
20
日
以
降
）。
ケ
イ
酸
質
資
材
の

積
極
的
な
投
入
に
よ
り
異
常
気
象
に
負
け
な
い
稲
体
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

○
き
ぬ
む
す
め
　

　
生
育
期
間
が
長
く
、
葉
色
も
濃
い
こ
と
か
ら
病
害
虫

被
害
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
過
繁
茂
に
よ

る
紋
枯
病
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　
5
年
産
で
は
、
農
産
物
検
査
の
終
盤
に
か
け
て
品
質

が
良
い
も
の
が
多
く
、
や
や
遅
め
（
5
月
下
旬
）
の
田

植
え
の
方
が
良
い
結
果
で
し
た
。
き
ぬ
む
す
め
は
高
温

登
熟
性
に
優
れ
た
品
種
で
は
な
い
た
め
、
出
穂
期
以
降

の
高
温
回
避
を
目
的
と
し
た
5
月
15
日
以
降
の
遅
植
え

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

令和4年産島根米精算概要報告書(斐川地区本部) （税込）

※出荷数量に最終精算単価を乗じた後の小数点以下は切捨て処理としております。

※四捨五入のため、内訳と合計が合わない場合があります。

令和４年産島根米の精算結果について
　JAしまねでは、生産者の皆様から出荷いただいた令和4年産島根米を買取手法を取り入れた会計管理を行っ
ています。
　つきましては6月末までの販売分について会計管理（共同計算方式）を行った結果、精算可能財源が確保さ
れましたので、以下のとおり最終精算金を令和5年11月30日にお支払い致しました。施設出荷につきましては、
三次払い金額に含んでおります。

令和4年産米　生産者手取価格表 （単位 ： 円／袋）

収入・支出項目
販売数量

費　目

都度精算　D
共計事業預り金残高　E＝C－D
翌年産共計繰越　F
本精算　G＝E－F

収　入

支　出

収入－支出　C＝A－B

販売代金
受入金利
国からの助成
受取運賃
その他
合計　A
概算金償還
流通・保管等に係わる経費
事故処理経費
手数料（全農・JA）
事務費
生産・集荷・販売等に係る経費
需給調整経費
県産米推進協議会経費
監査委員会費用
その他（機能別手数料）
合計　B

ト　ン
円／俵

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

4,733.2 
12,942

0
0

131
50

13,123
11,438

529
0

12
0

105
0
0
1

56
12,140

983
415
568
12

556

単　位 合　計

品　　　種

コシヒカリ

ハナエチゼン

きぬむすめ

特栽つや姫ST

契約もち米

つや姫

等　級
1等（上）
1等
2等
3等
1等
2等
1等（上）
1等
2等
3等
1等（上）
1等
2等
3等
2等
3等

仮単価
5,700
5,600
5,400
4,900
5,250
5,050
5,600
5,500
5,300
4,800
6,100
6,000
5,800
5,050
6,650
6,150

精算金
278
278
278
278
278
278
278
278
278
278
278
278
278
278
278
278

最終単価
5,978
5,878
5,678
5,178
5,528
5,328
5,878
5,778
5,578
5,078
6,378
6,278
6,078
5,328
6,928
6,428

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋  
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
!!

斐
川
地
区
本
部
支
店
合
同

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

11
月
３
日
、
荘
原
地
区
出
雲
空
港
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
で
、
斐
川
地
区
本
部
支
店
合
同
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
４
年
振
り
と
な
る
コ
ン
ペ
で
、
雲
ひ

と
つ
な
い
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
も
と
、
再
開
を

待
ち
わ
び
た
17
組
64
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
腕

を
競
い
合
い
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

収
穫
の
秋  

ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

突
如
と
し
て
出
現
！

白
い
巨
大
な
物
体
の
正
体
は
？

「
昨
日
ま
で
な
か
っ
た
の
に
、
今
日
見
た
ら

急
に
増
え
て
い
た
！
あ
れ
は
い
っ
た
い
何
で
す

か
？
」
と
、
び
っ
く
り
し
て
尋
ね
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
こ
の
正
体
を
ご
存

じ
で
す
か
？

こ
れ
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ 

（
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ

レ
ー
ジ
・
稲
発
酵
粗
飼
料
）
用
の
稲
を
、
稲
の

穂
と
茎
葉
を
ま
る
ご
と
刈
り
取
っ
て
ロ
ー
ル
状

に
成
型
し
た
も
の
を
、
フ
イ
ル
ム
で
ラ
ッ
ピ
ン

グ
し
て
乳
酸
発
酵
さ
せ
、
牛
の
飼
料
と
し
て
使

わ
れ
ま
す
。

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
は
、
水
田
の
有
効
活
用
や
飼
料

自
給
率
の
向
上
の
た
め
に
、
国
で
も
経
営
所
得

安
定
対
策
の
戦
略
作
物
と
し
て
推
進
し
て
い
ま

す
が
、昨
今
の
輸
入
粗
飼
料
の
高
騰
の
影
響
で
、

需
要
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

斐
川
地
域
で
も
約
１
０
０
ha
の
栽
培
が
あ

り
、
す
べ
て
契
約
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

（農）
じ
き
ょ
う
（
江
角
昭
夫
組
合
長
）
で
は
、

今
年
初
め
て
14
・
５
ha
で
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
の
生
産

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
収
穫
は
10
月
上
旬
か
ら

始
ま
り
、
約
１
，２
０
０
本
・
約
２
７
６
ｔ
の

ロ
ー
ル
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
順
次
、
契
約
先
に
向
け
出
荷
さ
れ

ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

バ
ケ
ツ
稲
の
最
終
作
業

脱
穀
に
挑
戦

荘
原
保
育
園
と
東
部
保
育
園
で
は
、
10
月
に

刈
り
取
っ
た
稲
を
約
１
カ
月
ハ
デ
掛
け
乾
燥

し
、
園
児
み
ん
な
で
脱
穀
作
業
と
籾
摺
り
作
業

を
し
ま
し
た
。

５
月
中
旬
か
ら
の
種
ま
き
か
ら
始
ま
り
、
半

年
を
か
け
て
稲
の
観
察
と
５
回
の
作
業
体
験
を

続
け
、
今
回
は
最
後
の
作
業
で
す
。

脱
穀
作
業
に
は
、牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
い
ま
す
。

刈
り
取
っ
た
稲
を
数
本
ず
つ
牛
乳
パ
ッ
ク
に
差

し
込
み
、
パ
ッ
ク
の
口
で
穂
を
は
さ
ん
で
引
き

抜
く
と
、
籾
は
パ
ッ
ク
の
中
に
た
ま
り
ま
す
。

最
初
は
力
の
入
れ
加
減
が
分
か
ら
ず
、
苦
戦
し

て
い
ま
し
た
が
、
繰
り
返
す
う
ち
に
上
手
に
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

脱
穀
し
た
籾
は
、
唐と

う

箕み

を
使
っ
て
、
籾
と
藁

ご
み
に
選
別
し
ま
す
。
園
児
た
ち
は
脱
穀
し
た

籾
を
唐
箕
に
移
し
、
勢
い
よ
く
ハ
ン
ド
ル
を
回

し
て
風
の
力
で
藁
ご
み
を
取
り
除
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
籾
摺
り
機
に
か
け
て
玄
米
に
し
ま

し
た
。
園
児
た
ち
は
収
穫
し
た
お
米
で
お
に
ぎ

り
を
食
べ
た
い
と
、楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

「
食
育
そ
ば
作
り
」
ｖ
ｏ
ｌ
．３

～
そ
ば
の
収
穫
作
業

そ
ば
の
栽
培
か
ら
収
穫
、
そ
ば
打
ち
ま
で
を

体
験
す
る
「
食
育
そ
ば
作
り
」
に
は
、
そ
ば
に

興
味
を
持
つ
組
合
員
８
名
が
参
加
し
て
い
ま

す
。収

穫
時
期
を
迎
え
た
11
月
３
日
、
さ
わ
や
か

な
秋
空
に
恵
ま
れ
、
会
員
の
お
孫
さ
ん
も
含
め

11
名
が
参
加
し
、
３
回
目
の
作
業
と
な
る
収
穫

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

刈
り
取
っ
た
そ
ば
を
乾
燥
す
る
ハ
デ
を
作
り

な
が
ら
、
並
行
し
て
そ
ば
を
刈
り
取
り
束
ね
ま

す
。
そ
ば
の
束
は
、
手
伝
い
に
来
た
会
員
の
お

孫
さ
ん
た
ち
が
、
力
を
合
わ
せ
て
ハ
デ
掛
け
を

手
伝
っ
て
く
れ
た
た
め
、
作
業
は
約
２
時
間
で

完
了
し
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

「
食
育
そ
ば
作
り
」
ｖ
ｏ
ｌ
．４

～
そ
ば
の
脱
穀
作
業

収
穫
後
、
ハ
デ
掛
け
し
て
い
た
そ
ば
は
よ
く

乾
燥
し
て
お
り
、
11
月
25
日
に
脱
穀
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
作
業
に
は
６
名
が
参
加
し
、
脱
穀

機
で
の
作
業
や
唐
箕
で
の
風
選
作
業
を
行
い
、

約
29
㎏
の
そ
ば
の
実
が
収
穫
で
き
ま
し
た
。
ハ

デ
な
ど
を
全
て
片
付
け
、
約
２
時
間
で
作
業
を

終
了
し
ま
し
た
。

収
穫
し
た
そ
ば
の
実
は
製
粉
し
、
い
よ
い
よ

12
月
中
旬
に
そ
ば
打
ち
を
行
う
予
定
で
す
。

大
豆
の
収
穫

11
月
３
日
よ
り
大
豆
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し

た
。
今
年
は
斐
川
地
域
で
約
２
８
１
ha
が
作
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
育
は
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
作
柄
は
平

年
並
み
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
収
穫
期
に

入
っ
て
か
ら
寒
気
が
入
り
込
み
、
雨
な
ど
不
安

定
な
天
候
が
続
い
て
い
る
た
め
、
全
般
に
収
穫

作
業
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
16
・
５
ha
を
作
付
け
す
る

（農）
ふ
く

ど
み
（
佐
野
芳
夫
組
合
長
）
で
も
、
晴
れ
間
を

選
ん
で
精
力
的
に
収
穫
を
行
っ
て
い
ま
す
。
収

量
に
つ
い
て
も
「
今
年
の
生
育
も
比
較
的
良
好

だ
っ
た
の
で
、
２
０
０
㎏
以
上
い
け
る
の
で

は
？
」
と
、
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

真
夏
日
を
記
録
し
た
10
月
と
打
っ
て
変
わ
っ

て
、
11
月
に
入
っ
て
か
ら
急
に
寒
気
が
入
り
、

一
気
に
秋
も
深
ま
り
ま
し
た
。

急
激
に
気
温
が
下
が
る
と
と
も
に
、
雨
や
み

ぞ
れ
な
ど
不
安
定
な
天
候
を
繰
り
返
し
、
農
作

業
の
遅
れ
な
ど
の
影
響
が
出
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋  

ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
!!

斐
川
地
区
本
部
支
店
合
同

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

11
月
３
日
、
荘
原
地
区
出
雲
空
港
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
で
、
斐
川
地
区
本
部
支
店
合
同
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
４
年
振
り
と
な
る
コ
ン
ペ
で
、
雲
ひ

と
つ
な
い
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
も
と
、
再
開
を

待
ち
わ
び
た
17
組
64
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
腕

を
競
い
合
い
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

収
穫
の
秋  

ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

突
如
と
し
て
出
現
！

白
い
巨
大
な
物
体
の
正
体
は
？

「
昨
日
ま
で
な
か
っ
た
の
に
、
今
日
見
た
ら

急
に
増
え
て
い
た
！
あ
れ
は
い
っ
た
い
何
で
す

か
？
」
と
、
び
っ
く
り
し
て
尋
ね
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
こ
の
正
体
を
ご
存

じ
で
す
か
？

こ
れ
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ 

（
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ

レ
ー
ジ
・
稲
発
酵
粗
飼
料
）
用
の
稲
を
、
稲
の

穂
と
茎
葉
を
ま
る
ご
と
刈
り
取
っ
て
ロ
ー
ル
状

に
成
型
し
た
も
の
を
、
フ
イ
ル
ム
で
ラ
ッ
ピ
ン

グ
し
て
乳
酸
発
酵
さ
せ
、
牛
の
飼
料
と
し
て
使

わ
れ
ま
す
。

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
は
、
水
田
の
有
効
活
用
や
飼
料

自
給
率
の
向
上
の
た
め
に
、
国
で
も
経
営
所
得

安
定
対
策
の
戦
略
作
物
と
し
て
推
進
し
て
い
ま

す
が
、昨
今
の
輸
入
粗
飼
料
の
高
騰
の
影
響
で
、

需
要
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

斐
川
地
域
で
も
約
１
０
０
ha
の
栽
培
が
あ

り
、
す
べ
て
契
約
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

（農）
じ
き
ょ
う
（
江
角
昭
夫
組
合
長
）
で
は
、

今
年
初
め
て
14
・
５
ha
で
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
の
生
産

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
収
穫
は
10
月
上
旬
か
ら

始
ま
り
、
約
１
，２
０
０
本
・
約
２
７
６
ｔ
の

ロ
ー
ル
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
順
次
、
契
約
先
に
向
け
出
荷
さ
れ

ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

バ
ケ
ツ
稲
の
最
終
作
業

脱
穀
に
挑
戦

荘
原
保
育
園
と
東
部
保
育
園
で
は
、
10
月
に

刈
り
取
っ
た
稲
を
約
１
カ
月
ハ
デ
掛
け
乾
燥

し
、
園
児
み
ん
な
で
脱
穀
作
業
と
籾
摺
り
作
業

を
し
ま
し
た
。

５
月
中
旬
か
ら
の
種
ま
き
か
ら
始
ま
り
、
半

年
を
か
け
て
稲
の
観
察
と
５
回
の
作
業
体
験
を

続
け
、
今
回
は
最
後
の
作
業
で
す
。

脱
穀
作
業
に
は
、牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
い
ま
す
。

刈
り
取
っ
た
稲
を
数
本
ず
つ
牛
乳
パ
ッ
ク
に
差

し
込
み
、
パ
ッ
ク
の
口
で
穂
を
は
さ
ん
で
引
き

抜
く
と
、
籾
は
パ
ッ
ク
の
中
に
た
ま
り
ま
す
。

最
初
は
力
の
入
れ
加
減
が
分
か
ら
ず
、
苦
戦
し

て
い
ま
し
た
が
、
繰
り
返
す
う
ち
に
上
手
に
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

脱
穀
し
た
籾
は
、
唐と

う

箕み

を
使
っ
て
、
籾
と
藁

ご
み
に
選
別
し
ま
す
。
園
児
た
ち
は
脱
穀
し
た

籾
を
唐
箕
に
移
し
、
勢
い
よ
く
ハ
ン
ド
ル
を
回

し
て
風
の
力
で
藁
ご
み
を
取
り
除
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
籾
摺
り
機
に
か
け
て
玄
米
に
し
ま

し
た
。
園
児
た
ち
は
収
穫
し
た
お
米
で
お
に
ぎ

り
を
食
べ
た
い
と
、楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

「
食
育
そ
ば
作
り
」
ｖ
ｏ
ｌ
．３

～
そ
ば
の
収
穫
作
業

そ
ば
の
栽
培
か
ら
収
穫
、
そ
ば
打
ち
ま
で
を

体
験
す
る
「
食
育
そ
ば
作
り
」
に
は
、
そ
ば
に

興
味
を
持
つ
組
合
員
８
名
が
参
加
し
て
い
ま

す
。収

穫
時
期
を
迎
え
た
11
月
３
日
、
さ
わ
や
か

な
秋
空
に
恵
ま
れ
、
会
員
の
お
孫
さ
ん
も
含
め

11
名
が
参
加
し
、
３
回
目
の
作
業
と
な
る
収
穫

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

刈
り
取
っ
た
そ
ば
を
乾
燥
す
る
ハ
デ
を
作
り

な
が
ら
、
並
行
し
て
そ
ば
を
刈
り
取
り
束
ね
ま

す
。
そ
ば
の
束
は
、
手
伝
い
に
来
た
会
員
の
お

孫
さ
ん
た
ち
が
、
力
を
合
わ
せ
て
ハ
デ
掛
け
を

手
伝
っ
て
く
れ
た
た
め
、
作
業
は
約
２
時
間
で

完
了
し
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

「
食
育
そ
ば
作
り
」
ｖ
ｏ
ｌ
．４

～
そ
ば
の
脱
穀
作
業

収
穫
後
、
ハ
デ
掛
け
し
て
い
た
そ
ば
は
よ
く

乾
燥
し
て
お
り
、
11
月
25
日
に
脱
穀
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
作
業
に
は
６
名
が
参
加
し
、
脱
穀

機
で
の
作
業
や
唐
箕
で
の
風
選
作
業
を
行
い
、

約
29
㎏
の
そ
ば
の
実
が
収
穫
で
き
ま
し
た
。
ハ

デ
な
ど
を
全
て
片
付
け
、
約
２
時
間
で
作
業
を

終
了
し
ま
し
た
。

収
穫
し
た
そ
ば
の
実
は
製
粉
し
、
い
よ
い
よ

12
月
中
旬
に
そ
ば
打
ち
を
行
う
予
定
で
す
。

大
豆
の
収
穫

11
月
３
日
よ
り
大
豆
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し

た
。
今
年
は
斐
川
地
域
で
約
２
８
１
ha
が
作
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
育
は
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
作
柄
は
平

年
並
み
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
収
穫
期
に

入
っ
て
か
ら
寒
気
が
入
り
込
み
、
雨
な
ど
不
安

定
な
天
候
が
続
い
て
い
る
た
め
、
全
般
に
収
穫

作
業
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
16
・
５
ha
を
作
付
け
す
る

（農）
ふ
く

ど
み
（
佐
野
芳
夫
組
合
長
）
で
も
、
晴
れ
間
を

選
ん
で
精
力
的
に
収
穫
を
行
っ
て
い
ま
す
。
収

量
に
つ
い
て
も
「
今
年
の
生
育
も
比
較
的
良
好

だ
っ
た
の
で
、
２
０
０
㎏
以
上
い
け
る
の
で

は
？
」
と
、
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

真
夏
日
を
記
録
し
た
10
月
と
打
っ
て
変
わ
っ

て
、
11
月
に
入
っ
て
か
ら
急
に
寒
気
が
入
り
、

一
気
に
秋
も
深
ま
り
ま
し
た
。

急
激
に
気
温
が
下
が
る
と
と
も
に
、
雨
や
み

ぞ
れ
な
ど
不
安
定
な
天
候
を
繰
り
返
し
、
農
作

業
の
遅
れ
な
ど
の
影
響
が
出
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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「我が子自慢・孫自慢」
あなたが撮った写真をご応募ください。
掲載された方にはささやかなお礼の品を差し上げます!

※写真にはコメント、住所、お名前、連絡先を付けて応募して下さい。

JAしまね斐川地区本部 組織広報課
〒699-0593 出雲市斐川町荘原2172-3番地
☎73-9605  Eメール：kouhou.hik@ja-shimane.gr.jp

応募先

大募集！！

女性部
通信

JA

女性の元気でいきいきJA

　11
月
12
日
、
伊
波
野
支
部
主
催
で
美

化
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
、
約
30
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
天
候
不
順
の
た
め
、

直
江
駅
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を
中
心
に
行

い
ま
し
た
。

　ま
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
終
了
後
に
は
、

お
も
て
な
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
寄
せ
植

え
を
実
施
し
ま
し
た
。
支
店
に
ご
来
店

の
際
に
は
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
！

伊
波
野
美
化
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　11
月
20
日
、
女
性
部
部
長
、
支
部
長
、
職
員
で
、

斐
川
地
区
本
部
本
館
の
A
T
M
周
辺
に
花
苗
を
植
え

ま
し
た
。
18
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
54
個
の
ビ
オ
ラ
の

苗
を
植
え
、
A
T
M
周
辺
が
華
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

　支
店
の
出
入
口
の
と
こ
ろ
で
駐
車
場
か
ら
も
よ
く

見
え
ま
す
の
で
、
ご
来
店
の
際
に
は
こ
の
お
花
を
見

て
、
明
る
い
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い

で
す
。

　ま
た
、
話
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
支
店
ふ
れ
あ
い
活
動
・

Ｊ
Ａ
女
性
部
統
一
行
動

「
お
も
て
な
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
」

我が子
自慢・

孫自慢
斐川町併川
万代 裕二さん
　　 丸美さん より

元気に
大きくなってね

名
越 

　
　翔
く
ん
（
1
歳
）

片
山 

　み
お
さ
ん
（
小
３
）

名
越 

　陽
菜
さ
ん
（
3
歳
）

片
山 

　滉
基
く
ん
（
5
歳
）
　

片
山 

さ
つ
き
さ
ん
（
小
1
）

〈右から〉

）
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12月27日（水）
12月28日（木）
  1月  9日（火）
  1月10日（水）
  1月15日（月）
  1月15日（月）
  1月18日（木）

ひまわりグループ
書道グループ
ちぎり絵グループ
いきいきグループ
パッチワークグループ
絵てがみグループ
手芸グループ

女性部
活動予定

JA

令
和
６
年
産
に
向
け
て

生
産
開
始

玉
ね
ぎ
の
定
植

11
月
に
入
り
、
６
年
産
玉
ね
ぎ
の
生
産
が
ス
タ
ー
ト

し
、
全
自
動
乗
用
定
植
機
が
生
産
者
各
地
の
圃
場
で
稼

働
を
開
始
し
ま
し
た
。
６
年
産
の
作
付
け
は
、
５
年
産

の
19
・
05 

ha
に

対
し
24
％
増
え

23
・
７
ha
が
作

付
け
さ
れ
る
予

定
で
す
。

（農）
上
直
江

フ
ァ
ー
ム
（
江

角
典
広
組
合

長
）
で
は
、
作

付
面
積
を
２
割

強
増
や
し
、１・

72
㏊
に
拡
大
。

こ
の
日
は
中
生

品
種
の
定
植
作

業
が
行
わ
れ
、

秋
晴
れ
の
も
と

順
調
に
作
業
が

進
み
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

麦
の
播
種

早
い
と
こ
ろ
で
は
10
月
末
よ
り
播
種
作
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
二
条
大
麦
と
は
だ
か
麦
合
わ
せ

て
約
４
２
０
ha
の
作
付
け
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

11
月
に
入
っ
て
か
ら
の
天
候
の
影
響
で
、
作
業
の
遅
れ

が
あ
り
ま
し
た
。

（農）
求
院
ま
め
な
か
フ
ァ
ー
ム
（
飯
塚
克
巳
組
合
長
）

で
は
、
19
・
３
ha
を
作
付
け
予
定
で
、
２
台
の
ト
ラ
ク

タ
ー
で
、
夕
暮
れ
ま
で
播
種
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
の
定
植

11
月
下
旬
、
今
在
家
地
区
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
圃
場
で

は
、
来
春
に
向
け
て
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
が
植
え
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、面
積
を
約
１
ha
に
拡
大
し
、

30
万
球
60
品
種

以
上
の
球
根
が

植
え
ら
れ
ま
し

た
。春

に
は
恒

例
の
「
ひ
か

わ
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
る
予

定
で
、
色
と
り

ど
り
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
が
私
た

ち
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ

う
。

地
域
活
性
化
団
体
活
動
表
彰

御
井
神
社
剣
舞
保
存
会

11
月
13
日
、
直
江
南
地
区
　
御み

い井
神
社
の
氏
子
で
構

成
す
る
「
剣け

ん
ま
い舞
保
存
会
」（
高
橋
行
則
会
長
）
が
、
Ｊ

Ａ
し
ま
ね
が
行
う
「
令
和
５
年
度
地
域
活
性
化
団
体
活

動
表
彰
の
部
」
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

保
存
会
で
は
、
先
の
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
で
も
勇
壮
か
つ
繊

細
な
舞
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

御
井
神
社
で
剣
舞
が
始
ま
っ
た
の
は
明
治
初
期
と
さ

れ
て
お
り
、
伊
勢
神
楽
の
伝
統
を
継
承
。
そ
の
後
一
時

中
断
し
た
時
期
が

あ
り
ま
し
た
が
、

昭
和
30
年
頃
か
ら

現
在
の
形
と
な

り
、
昭
和
61
年
に

保
存
会
に
移
行
し

後
世
へ
舞
・
芸
を

伝
え
て
い
ま
す
。
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。
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に
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是
非
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い
！

伊
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野
美
化
ウ
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ー
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グ

　11
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20
日
、
女
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部
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長
、
支
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長
、
職
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で
、

斐
川
地
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部
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館
の
A
T
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を
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え

ま
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18
個
の
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へ
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個
の
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の
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を
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え
、
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M
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が
華
や
か
に
な
り
ま
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た
。

　支
店
の
出
入
口
の
と
こ
ろ
で
駐
車
場
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ら
も
よ
く

見
え
ま
す
の
で
、
ご
来
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の
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に
は
こ
の
お
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を
見

て
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明
る
い
気
持
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に
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え
る
と
嬉
し
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で
す
。
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た
、
話
の
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け
に
な
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て
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し
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と
思
い

ま
す
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
支
店
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あ
い
活
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・

Ｊ
Ａ
女
性
部
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一
行
動

「
お
も
て
な
し
プ
ロ
ジ
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ト
実
施
」

我が子
自慢・

孫自慢
斐川町併川
万代 裕二さん
　　 丸美さん より

元気に
大きくなってね
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く
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（
1
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）

片
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お
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（
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麦
の
播
種

早
い
と
こ
ろ
で
は
10
月
末
よ
り
播
種
作
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
二
条
大
麦
と
は
だ
か
麦
合
わ
せ

て
約
４
２
０
ha
の
作
付
け
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

11
月
に
入
っ
て
か
ら
の
天
候
の
影
響
で
、
作
業
の
遅
れ

が
あ
り
ま
し
た
。

（農）
求
院
ま
め
な
か
フ
ァ
ー
ム
（
飯
塚
克
巳
組
合
長
）

で
は
、
19
・
３
ha
を
作
付
け
予
定
で
、
２
台
の
ト
ラ
ク

タ
ー
で
、
夕
暮
れ
ま
で
播
種
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
の
定
植

11
月
下
旬
、
今
在
家
地
区
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
圃
場
で

は
、
来
春
に
向
け
て
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
が
植
え
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、面
積
を
約
１
ha
に
拡
大
し
、

30
万
球
60
品
種

以
上
の
球
根
が

植
え
ら
れ
ま
し

た
。春

に
は
恒

例
の
「
ひ
か

わ
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
る
予

定
で
、
色
と
り

ど
り
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
が
私
た

ち
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ

う
。

地
域
活
性
化
団
体
活
動
表
彰

御
井
神
社
剣
舞
保
存
会

11
月
13
日
、
直
江
南
地
区
　
御み

い井
神
社
の
氏
子
で
構

成
す
る
「
剣け

ん
ま
い舞
保
存
会
」（
高
橋
行
則
会
長
）
が
、
Ｊ

Ａ
し
ま
ね
が
行
う
「
令
和
５
年
度
地
域
活
性
化
団
体
活

動
表
彰
の
部
」
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

保
存
会
で
は
、
先
の
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
で
も
勇
壮
か
つ
繊

細
な
舞
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

御
井
神
社
で
剣
舞
が
始
ま
っ
た
の
は
明
治
初
期
と
さ

れ
て
お
り
、
伊
勢
神
楽
の
伝
統
を
継
承
。
そ
の
後
一
時

中
断
し
た
時
期
が

あ
り
ま
し
た
が
、

昭
和
30
年
頃
か
ら

現
在
の
形
と
な

り
、
昭
和
61
年
に

保
存
会
に
移
行
し

後
世
へ
舞
・
芸
を

伝
え
て
い
ま
す
。
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